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日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
第
八
節
日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
　
昭
和
六
年
九
月
十
八
目
の
満
州
事
変
の
勃
発
、
翌
年
一
月
二
十
八
日
の
上
海
事
変
の
発
生
を
契
機
と
し
て
、
二
月
二
日
、
国
際
連
盟
で
日
麦
問
題
の
討
議
が
行
わ
れ
、
九
月
十
五
日
の
日
満
議
定
書
調
印
に
よ
り
満
洲
国
を
承
認
し
た
政
府
は
、
昭
和
八
年
三
月
二
十
七
日
、
国
際
連
盟
脱
退
の
詔
書
を
換
発
し
た
。
同
年
八
月
四
日
に
は
目
本
労
働
総
同
盟
罷
業
統
制
規
約
を
決
定
し
、
漸
く
国
際
間
の
取
極
め
が
政
治
・
外
交
問
題
だ
け
で
は
治
ま
り
難
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
昭
和
十
年
三
月
二
十
七
日
、
国
際
連
盟
脱
退
の
効
力
が
発
生
し
、
政
府
の
施
策
は
次
第
に
軍
国
主
義
の
色
彩
を
濃
く
し
始
め
た
。
十
一
月
六
日
、
国
体
明
徴
の
善
後
策
と
し
て
、
国
体
．
日
本
精
神
に
基
く
教
学
刷
新
及
び
振
興
を
図
る
目
的
で
、
丈
部
大
臣
の
管
理
下
に
、
教
学
刷
新
評
議
会
が
置
か
れ
、
文
教
政
策
の
方
針
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
十
一
年
一
月
十
五
日
に
は
・
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
の
脱
退
を
通
告
し
た
後
、
半
月
余
り
で
二
・
二
六
事
件
が
起
り
、
軍
閥
政
治
の
確
立
を
み
、
国
内
不
安
と
国
際
問
題
解
決
の
方
法
と
し
て
、
対
内
・
対
外
両
面
に
わ
た
っ
て
、
軍
閥
的
政
治
の
方
策
が
決
定
さ
れ
る
に
至
り
、
三
月
二
十
四
日
、
メ
ー
デ
ー
禁
止
が
全
国
に
通
達
さ
れ
、
十
一
月
二
十
五
目
、
目
独
防
共
協
定
の
調
印
が
な
さ
れ
て
、
急
速
に
対
支
軍
事
政
策
の
強
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
、
母
子
保
護
法
（
翌
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
）
及
び
軍
事
扶
助
法
（
七
月
一
日
よ
り
施
行
）
が
公
布
さ
れ
、
四
月
五
日
、
保
健
所
法
の
公
布
と
共
に
保
健
所
の
整
備
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
、
保
健
所
は
、
大
正
末
期
か
ら
の
健
康
保
険
制
度
の
確
立
以
来
、
昭
和
七
年
二
月
二
十
四
日
、
公
立
健
康
相
談
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
八
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
保
健
衛
生
調
査
会
及
び
同
年
九
月
に
答
申
さ
れ
た
保
健
衛
生
調
査
会
の
結
核
予
防
の
根
本
対
策
が
発
展
し
て
、
昭
和
九
年
十
月
、
一768一
全
国
十
ニ
ケ
所
に
健
康
保
健
相
談
所
が
設
け
ら
れ
た
。
長
崎
県
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
住
）
三
月
二
十
七
目
、
国
際
連
盟
脱
退
の
効
力
が
発
生
し
、
軍
国
主
義
的
政
策
が
推
進
さ
れ
る
契
機
を
更
に
容
易
な
ら
し
め
た
が
、
同
年
十
二
月
に
は
国
際
衛
生
条
約
を
批
准
し
、
同
条
約
の
締
結
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
衛
生
行
政
の
本
来
の
使
命
た
る
平
和
的
な
政
策
は
国
家
主
義
の
拾
頭
に
よ
っ
て
完
全
に
圧
迫
さ
れ
る
時
期
が
来
た
。
こ
の
間
、
本
学
で
は
昭
和
十
年
一
月
二
十
一
目
、
本
学
学
則
第
三
十
五
条
中
、
入
学
検
定
料
納
付
に
関
す
る
事
項
を
改
正
し
、
同
月
二
十
三
目
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
二
十
一
条
中
、
産
婆
科
生
徒
第
一
学
年
の
手
当
減
額
に
関
す
る
事
項
を
削
除
し
た
。
二
月
十
五
日
、
勅
令
第
十
七
号
を
以
て
官
立
医
科
大
学
官
制
定
員
表
中
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
の
項
が
改
正
さ
れ
、
一
名
増
員
し
た
。
三
月
二
十
六
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
第
三
条
中
、
学
科
目
及
び
授
業
時
数
表
を
改
め
、
又
、
第
四
条
に
お
い
て
、
前
条
規
程
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
授
業
定
時
間
外
、
若
し
く
は
休
業
期
間
に
、
臨
時
講
演
及
び
実
習
を
課
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
と
し
た
。
同
月
、
塵
芥
汚
物
焼
却
炉
と
同
上
家
屋
の
新
築
、
暖
房
汽
罐
室
の
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
増
築
、
汽
罐
一
基
の
増
設
、
薬
局
休
憩
室
等
の
新
築
、
薬
庫
及
び
石
油
庫
・
倉
庫
・
門
衛
所
・
自
動
車
置
場
等
の
移
築
を
な
し
、
又
、
附
属
医
院
旧
館
等
の
一
部
を
医
化
学
教
室
実
験
室
の
各
附
属
渡
廊
下
附
属
薬
学
専
門
部
実
験
室
、
医
院
学
生
控
所
、
北
講
堂
側
昇
降
口
、
受
付
及
び
本
部
物
置
等
に
模
様
替
移
築
を
竣
工
し
た
。
　
さ
て
、
昭
和
六
年
四
月
一
日
、
国
立
公
園
法
が
公
布
さ
れ
、
国
立
公
園
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
十
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
い
て
昭
和
九
年
三
月
十
六
日
、
瀬
戸
内
海
、
霧
島
と
共
に
雲
仙
を
併
せ
て
三
国
立
公
園
の
指
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
雲
仙
に
は
外
人
の
来
遊
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
雲
仙
国
立
公
園
に
滞
在
中
の
外
人
に
対
し
、
臨
床
的
診
療
研
究
を
す
る
目
的
を
以
て
、
夏
季
雲
仙
診
療
施
設
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
診
療
は
当
分
毎
年
こ
れ
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
六
年
ま
で
で
廃
さ
れ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
年
四
月
一
日
に
は
、
長
崎
医
科
大
学
助
成
会
規
約
が
制
定
さ
れ
、
本
学
卒
業
者
の
就
職
に
関
す
る
交
渉
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
十
丹
三
十
日
、
附
属
図
書
館
書
庫
及
び
同
附
属
渡
廊
下
の
新
築
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日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
が
竣
工
し
た
の
で
あ
る
が
、
十
二
月
二
十
二
日
、
大
学
の
塵
芥
汚
物
焼
却
炉
及
び
同
上
家
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
　
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
一
月
十
五
日
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
脱
退
を
通
告
し
た
後
、
二
・
二
六
事
件
が
起
り
、
軍
部
の
一
部
反
乱
軍
が
政
治
的
革
命
を
完
遂
し
よ
う
と
し
、
更
に
、
三
月
二
十
四
目
に
は
メ
ー
デ
ー
禁
止
が
全
国
に
通
達
さ
れ
、
十
一
月
二
十
五
日
に
は
日
独
防
共
協
定
の
調
印
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
に
第
二
次
世
界
大
戦
へ
突
入
す
る
契
機
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
、
本
学
の
整
備
は
す
こ
ぶ
る
急
速
な
展
開
を
示
し
、
前
年
度
よ
り
も
一
層
面
目
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
即
ち
昭
和
十
一
年
二
月
三
日
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
嬬
養
成
所
規
則
第
十
一
条
、
学
科
目
毎
週
授
業
時
数
配
当
表
中
に
、
物
理
的
療
法
大
意
を
加
え
、
第
一
学
年
の
第
一
期
第
二
期
に
お
い
て
、
各
一
時
間
を
課
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
月
二
十
八
目
、
附
属
医
院
本
館
、
整
形
外
科
病
棟
の
昇
降
機
室
、
同
出
入
場
及
び
洗
濯
室
の
新
築
、
木
金
工
場
及
び
動
物
手
術
室
の
新
築
模
様
替
、
精
神
科
温
室
及
び
大
学
自
動
車
庫
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
同
月
三
十
一
日
、
教
授
高
瀬
清
は
願
に
依
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
教
授
角
尾
晋
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
、
又
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
川
上
登
喜
二
は
願
に
依
り
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
部
教
授
大
倉
東
一
は
そ
の
後
任
と
し
て
こ
れ
に
補
せ
ら
れ
、
更
に
、
同
部
教
授
兼
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
深
川
友
吉
は
願
に
よ
り
兼
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
江
口
虎
三
郎
は
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
に
兼
任
さ
れ
た
。
四
月
一
日
、
長
崎
医
科
大
学
学
友
会
の
会
則
が
改
定
さ
れ
た
。
　
五
月
一
日
、
本
学
学
生
た
る
身
分
を
表
徴
す
べ
き
学
生
証
が
制
定
、
交
付
さ
れ
た
が
、
四
日
、
解
剖
学
第
二
教
室
一
棟
（
九
十
坪
五
合
）
が
焼
失
し
た
。
　
五
月
四
日
に
焼
失
し
た
解
剖
学
第
二
教
室
九
十
坪
五
合
一
棟
は
翌
十
二
年
三
月
二
十
八
日
に
至
り
、
解
剖
学
研
究
室
・
火
室
・
附
属
渡
廊
下
の
火
災
復
旧
新
築
が
竣
工
し
た
。
さ
て
、
六
月
二
十
三
目
、
西
彼
杵
郡
時
津
村
よ
り
出
願
し
て
い
た
本
学
艇
庫
用
建
物
五
十
一
坪
の
寄
附
の
件
及
び
同
用
地
百
六
十
三
坪
借
入
の
件
に
つ
い
て
敦
れ
も
文
部
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
。
七
月
四
日
、
本
学
長
高
山
正
雄
は
九
州
帝
国
大
学
総
長
に
転
任
し
た
の
で
、
即
日
、
教
授
角
尾
晋
は
本
学
長
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
願
に
よ
っ
て
附
属
医
院
一770一
長
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
叉
、
同
日
、
教
授
影
浦
尚
視
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
　
八
月
五
目
、
附
属
野
母
臨
海
実
験
所
電
燈
装
置
の
新
設
が
竣
工
し
た
。
　
九
月
十
九
日
、
学
生
主
事
兼
助
教
授
山
根
浩
は
願
に
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
専
任
助
教
授
と
な
り
、
助
教
授
辻
村
秀
夫
は
学
生
主
事
兼
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
九
月
に
は
、
長
崎
医
科
大
学
防
護
団
規
約
が
制
定
さ
れ
た
。
　
そ
し
て
こ
の
年
、
浦
陵
会
が
設
置
さ
れ
、
浦
陵
学
園
建
設
の
た
め
努
力
が
な
さ
れ
た
。
　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
狂
と
月
二
十
七
日
、
学
校
身
体
検
査
規
程
が
定
め
ら
れ
、
三
月
十
一
日
、
本
学
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
兼
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
江
口
虎
三
郎
は
願
に
よ
り
兼
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
目
、
同
部
教
授
植
田
高
三
は
長
崎
医
科
大
学
学
生
主
事
に
兼
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
三
月
十
三
日
、
長
崎
医
科
大
学
は
「
長
崎
医
科
大
学
事
務
必
携
」
を
出
版
し
、
事
務
運
営
の
便
宜
を
図
っ
た
。
同
月
十
九
日
、
附
属
医
院
諸
料
金
規
■
程
中
、
賄
料
を
入
院
料
に
包
含
さ
せ
る
こ
と
に
改
正
し
、
四
月
一
日
よ
り
こ
れ
を
実
施
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
三
月
二
十
八
日
に
は
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
解
剖
学
研
究
室
等
の
火
災
復
旧
新
築
が
竣
工
し
た
が
、
そ
の
他
、
附
属
医
院
本
館
の
増
築
が
竣
工
し
た
。
同
月
三
十
一
目
、
母
子
保
護
法
（
翌
十
三
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
）
及
ぴ
軍
事
扶
助
法
（
七
月
一
目
よ
り
施
行
）
が
公
布
さ
れ
、
戦
時
体
制
へ
の
突
入
が
明
瞭
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
同
日
、
教
授
竹
内
清
（
海
外
留
学
よ
り
一
月
帰
朝
）
は
願
に
よ
り
附
属
図
書
館
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
後
任
と
し
て
教
授
高
木
純
五
郎
が
附
属
図
書
館
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
　
四
月
一
日
の
保
健
所
法
の
公
布
と
同
月
十
四
日
の
保
健
所
法
に
よ
る
国
庫
補
助
の
件
の
制
定
に
よ
っ
て
次
第
に
国
民
の
保
健
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
五
月
六
日
、
目
本
学
術
振
興
会
は
国
民
体
力
に
関
す
る
建
議
を
行
な
い
、
十
一
月
十
日
に
は
日
本
医
師
会
は
国
民
体
位
向
上
に
関
す
る
具
体
方
策
に
つ
い
て
体
力
管
理
法
の
必
要
と
こ
の
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
十
分
な
協
力
を
な
す
旨
を
答
申
し
た
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
三
年
後
の
昭
和
十
五
年
に
完
結
し
て
い
る
。
　
さ
て
、
四
月
八
日
、
第
二
次
応
募
者
高
等
学
校
高
等
科
理
科
卒
業
者
二
十
三
名
の
入
学
を
許
可
し
た
が
、
五
月
二
十
一
目
に
は
元
一771一
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本
学
教
授
国
友
鼎
は
官
立
医
科
大
学
官
制
第
二
十
一
条
に
よ
り
勅
旨
を
以
て
、
本
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
。
六
月
二
十
三
日
、
国
立
結
核
療
養
所
官
制
が
公
布
さ
れ
、
九
月
に
は
日
本
学
術
振
興
会
の
B
C
G
綜
合
研
究
が
着
手
さ
れ
た
が
、
本
学
で
も
結
核
に
関
す
る
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
　
七
月
七
日
、
芦
溝
橋
事
件
を
契
機
と
す
る
日
華
事
変
の
進
展
は
挙
国
一
致
の
非
常
時
体
制
へ
切
変
え
を
要
請
す
る
状
態
に
陥
っ
た
が
、
八
月
二
十
四
日
、
国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
、
十
一
月
六
日
に
は
日
独
伊
三
国
防
共
協
定
の
締
結
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
世
界
情
勢
の
変
転
が
前
述
の
よ
う
な
国
民
体
位
向
上
や
亡
国
病
結
核
の
治
療
体
制
確
立
へ
の
運
動
を
医
学
社
界
に
展
開
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
学
で
も
九
月
四
日
に
は
サ
イ
レ
ン
装
置
及
び
非
常
電
鈴
装
置
の
新
設
が
竣
工
し
て
い
る
。
　
十
一
月
十
五
日
、
解
剖
学
研
究
材
料
保
存
室
の
新
築
が
竣
工
し
た
が
、
又
、
体
力
向
上
の
一
端
と
し
て
設
け
ら
れ
た
運
動
場
脱
衣
所
の
新
築
も
十
二
月
十
五
日
に
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。
　
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
一
月
十
一
日
、
厚
生
省
が
設
置
日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
さ
れ
、
衛
生
行
政
が
内
務
省
衛
生
局
よ
り
厚
生
省
に
移
さ
れ
、
官
房
及
び
体
力
・
衛
生
・
予
防
・
社
会
・
労
働
の
五
局
及
び
臨
時
軍
事
援
護
部
、
保
険
院
の
設
立
が
あ
り
、
同
月
二
十
九
日
に
は
公
衆
衛
生
院
官
制
が
公
布
さ
れ
た
。
　
三
月
十
日
、
野
母
臨
海
実
験
所
水
槽
の
新
設
が
竣
工
し
、
こ
こ
に
■
同
実
験
所
の
設
備
が
完
了
し
た
。
同
月
二
十
九
日
、
本
学
学
則
中
、
学
科
目
及
び
試
験
制
度
を
改
め
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
中
、
学
期
間
及
び
試
験
期
を
改
め
た
。
同
月
三
十
一
日
、
教
授
影
浦
尚
視
は
願
に
よ
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
林
雄
造
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
叉
、
学
長
官
舎
の
新
築
が
竣
工
し
、
同
敷
地
を
財
団
法
人
長
崎
医
科
大
学
輔
仁
会
よ
り
借
入
れ
た
。
　
四
月
一
日
、
政
府
は
前
年
八
月
二
十
四
日
の
国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
に
基
き
、
国
家
総
動
員
法
を
公
布
し
て
、
日
華
事
変
の
進
展
に
対
応
す
べ
き
態
勢
を
整
え
、
更
に
国
民
健
康
保
険
法
（
七
月
一
目
よ
り
施
行
）
を
公
布
し
て
国
民
の
体
位
向
上
、
医
療
の
普
及
は
大
い
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
五
月
に
は
勤
労
奉
仕
が
取
上
げ
ら
れ
、
学
校
労
働
奉
仕
作
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
も
決
定
し
、
各
地
に
学
生
が
出
張
し
た
。
一772一
　
六
月
二
十
二
日
、
国
民
健
康
保
険
国
庫
補
助
金
の
交
付
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
七
月
コ
日
、
医
薬
制
度
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
十
一
日
に
は
厚
生
大
臣
は
医
薬
制
度
に
つ
き
、
同
調
査
に
諮
問
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
同
月
三
十
日
、
産
業
報
国
連
盟
の
創
立
を
み
、
軍
需
産
業
へ
の
切
替
え
を
中
心
と
し
て
、
忠
君
愛
国
の
思
想
が
鼓
吹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
八
月
二
十
四
日
に
は
医
学
界
に
も
そ
の
精
神
が
及
ぼ
さ
れ
、
国
家
総
動
員
法
に
基
い
て
医
療
関
係
者
職
業
能
力
申
告
令
が
公
布
さ
れ
た
。
　
十
一
月
二
十
目
、
附
属
医
院
本
館
の
増
築
、
洗
濯
室
及
び
消
毒
室
の
新
築
、
看
護
婦
寄
宿
舎
、
皮
膚
科
特
別
診
察
室
等
の
移
築
模
様
替
が
竣
工
し
、
十
二
月
五
日
に
は
細
菌
学
教
室
講
義
室
及
び
準
備
室
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
翌
六
日
、
国
民
体
力
管
理
制
度
調
査
会
官
制
が
公
布
さ
れ
、
十
六
日
に
は
国
民
体
力
管
理
制
度
に
つ
い
て
同
調
査
会
に
意
見
を
諮
問
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
よ
り
薬
品
の
払
底
を
み
る
よ
う
に
な
り
、
同
月
、
全
国
医
薬
品
厚
料
配
給
統
制
会
の
設
立
が
あ
っ
た
の
で
、
本
学
も
そ
の
統
制
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）
は
日
華
事
変
の
拡
大
は
国
内
の
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
経
済
恐
慌
を
齎
ら
し
て
来
た
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
統
制
経
済
の
政
策
と
国
民
精
神
作
興
の
運
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
沼
内
閣
の
成
立
し
た
一
月
五
日
に
は
文
部
大
臣
に
陸
軍
大
将
荒
木
貞
夫
が
就
任
し
、
漸
く
軍
部
の
政
策
が
文
教
の
府
に
導
入
さ
れ
て
来
た
し
、
軍
医
養
成
の
目
的
で
、
短
期
に
卒
業
を
せ
し
め
る
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
を
み
る
に
至
っ
た
の
も
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
本
学
の
状
態
を
次
に
示
そ
う
。
　
一
月
二
十
四
日
、
本
学
学
則
中
、
入
学
志
願
者
資
格
者
の
試
験
制
度
を
改
め
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
十
条
学
期
、
第
十
一
条
毎
週
授
業
時
数
配
当
表
が
改
正
さ
れ
た
。
一
月
十
六
日
東
京
帝
国
大
学
河
合
栄
次
郎
教
授
の
筆
禍
事
件
は
十
九
日
に
検
事
局
で
無
罪
と
な
っ
た
が
、
更
に
こ
の
よ
う
な
事
件
は
次
々
と
大
き
な
波
紋
を
与
え
た
。
二
月
に
入
り
、
教
授
竹
内
清
は
満
洲
国
及
び
中
華
民
国
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
三
月
に
は
帰
朝
し
た
。
三
月
三
十
一
目
、
本
学
で
は
附
属
薬
学
専
門
部
薬
品
庫
の
新
築
が
竣
工
し
、
本
学
教
授
兼
学
生
主
事
北
条
春
光
は
願
に
よ
り
兼
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
本
学
教
授
内
藤
達
男
は
学
生
主
事
に
兼
任
さ
れ
た
。
又
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
大
倉
東
一
は
願
に
よ
り
附
属
薬
一773一
第
八
節
　
　
日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
学
専
門
部
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
部
植
田
高
三
は
そ
の
後
任
の
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
即
日
、
願
に
よ
り
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
処
で
こ
の
日
、
政
府
は
経
済
統
制
の
政
策
に
よ
り
賃
金
統
制
令
を
公
布
し
、
そ
の
前
に
は
工
場
就
業
時
間
制
限
令
を
制
定
し
た
り
し
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
、
二
月
に
は
国
民
精
神
総
動
員
の
新
し
い
展
開
を
起
し
て
い
た
。
そ
し
て
四
月
一
目
に
は
厚
生
省
に
結
核
課
を
置
き
、
亡
国
病
と
し
て
し
き
り
に
結
核
対
策
を
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
六
日
、
職
員
健
康
保
険
法
・
船
員
保
険
法
の
公
布
を
み
、
且
つ
十
二
日
よ
り
、
米
穀
配
給
統
制
法
の
公
布
も
あ
っ
て
、
病
院
も
統
制
経
済
の
余
波
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
十
八
日
、
財
団
法
人
長
崎
医
科
大
学
輔
仁
会
は
附
属
医
院
施
設
と
し
て
、
隣
接
地
二
十
坪
の
寄
附
受
領
の
件
が
文
部
大
臣
よ
り
認
可
さ
れ
た
。
　
五
月
十
三
日
、
勅
令
第
三
百
十
五
号
を
以
て
、
七
帝
国
大
学
及
び
六
官
立
医
科
大
学
に
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
を
設
置
す
る
の
件
が
公
布
さ
れ
、
本
学
に
も
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
を
み
た
。
同
日
、
本
学
教
授
角
尾
晋
は
同
部
主
事
に
補
せ
ら
れ
、
十
五
日
に
至
り
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
学
則
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
三
回
の
改
正
が
あ
る
が
、
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
両
者
を
次
に
　
　
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
設
置
ノ
件
　
　
　
　
　
昭
和
十
四
年
五
月
十
三
目
勅
令
第
三
百
十
五
号
（
改
正
）
薦
禦
籠
籍
購
翫
赫
　
　
　
　
　
繭
和
＋
七
年
五
月
百
勅
令
第
四
百
六
＋
七
号
第
一
条
　
東
京
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
、
東
北
帝
国
大
学
、
九
州
　
帝
国
大
学
、
北
海
道
帝
国
大
学
、
大
阪
帝
国
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
　
学
、
新
潟
医
科
大
学
、
岡
山
医
科
大
学
、
千
葉
医
科
大
学
、
金
沢
医
　
科
大
学
、
長
崎
医
科
大
学
及
熊
本
医
科
大
学
二
臨
時
附
属
医
学
専
門
　
部
ヲ
置
ク
第
二
条
　
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
但
シ
東
京
帝
国
　
大
学
附
属
医
学
専
門
部
ハ
教
授
助
教
授
及
助
手
ヲ
欠
ク
　
　
主
　
　
事
　
　
教
　
　
授
　
　
助
教
授
　
　
助
　
　
手
　
　
書
　
　
記
第
三
条
　
主
事
ハ
当
該
帝
国
大
学
医
学
部
二
属
ス
ル
教
授
又
ハ
当
該
医
　
科
大
学
教
授
ノ
中
ヨ
リ
文
部
大
臣
之
ヲ
補
ス
総
長
叉
ハ
大
学
長
ノ
命
　
ヲ
承
ケ
専
門
部
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
職
員
ヲ
監
督
ス
一774一
第
四
条
　
教
授
ハ
奏
任
、
助
教
授
ハ
判
任
ト
ス
生
徒
ノ
教
授
ヲ
掌
ル
第
四
条
ノ
ニ
　
助
手
ハ
判
任
ト
ス
教
授
叉
ハ
助
教
授
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
授
　
業
及
実
験
ノ
補
助
二
従
事
ス
第
五
条
　
書
記
ハ
判
任
ト
ス
上
官
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
会
計
二
従
事
ス
第
六
条
　
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
ノ
専
任
職
員
ハ
別
表
二
依
ル
　
　
附
　
　
則
本
会
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
　
　
（
別
一
表
）
　
　
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
職
員
定
員
表
長
崎
医
科
大
学
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
　
教
授
四
人
、
助
教
授
二
人
、
助
手
五
人
、
書
記
二
人
　
・
長
崎
医
科
大
学
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
学
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
四
年
五
月
十
五
日
許
可
）
　
　
第
一
章
　
　
総
　
　
則
第
一
条
本
専
門
部
ハ
医
学
ヲ
教
授
シ
兼
ネ
テ
人
格
ノ
陶
冶
及
国
体
観
　
念
ノ
養
成
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
第
二
条
　
修
業
年
限
ハ
之
ヲ
四
ケ
年
ト
ス
　
　
第
二
章
　
　
学
科
課
程
第
三
条
　
学
科
目
及
其
ノ
毎
週
時
間
数
左
ノ
如
シ
　
教
授
上
特
別
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
学
科
目
叉
ハ
其
ノ
教
授
時
間
数
ノ
　
配
当
ヲ
変
更
シ
或
ハ
教
授
定
時
間
外
若
ク
ハ
休
業
期
間
二
於
テ
臨
時
　
講
演
ヲ
聴
カ
シ
メ
叉
ハ
実
習
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
　
　
第
三
章
　
　
学
年
学
期
及
休
業
第
四
条
　
学
年
ハ
四
月
一
日
二
始
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
二
終
ル
第
五
条
　
学
期
ヲ
分
チ
テ
左
ノ
三
学
期
ト
ス
　
第
一
学
期
　
四
月
一
日
ヨ
リ
八
月
三
十
一
目
迄
　
第
二
学
期
　
　
九
月
一
日
ヨ
リ
十
二
月
三
十
一
日
迄
　
第
三
学
期
　
　
一
月
一
日
ヨ
リ
三
月
三
十
一
日
迄
第
六
条
休
業
日
左
ノ
如
シ
　
目
曜
日
　
祭
日
、
祝
日
　
春
季
休
業
　
　
三
月
二
十
五
日
ヨ
リ
四
月
七
日
迄
　
夏
季
休
業
　
　
七
月
十
一
日
ヨ
リ
九
月
十
目
迄
　
冬
季
休
業
　
　
十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年
一
月
七
日
迄
　
長
崎
医
科
大
学
記
念
日
　
　
十
一
月
十
二
日
　
　
第
四
章
　
　
入
学
及
在
学
第
七
条
　
入
学
期
ハ
毎
学
年
ノ
始
ト
ス
第
八
条
　
本
専
門
部
二
入
学
シ
得
ル
者
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
二
該
当
ス
ル
　
者
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
　
一
、
中
等
学
校
卒
業
者
　
二
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
二
依
リ
無
試
験
検
定
ノ
指
定
ヲ
受
　
　
ケ
タ
ル
者
　
三
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
定
二
依
リ
試
験
検
定
二
合
格
シ
タ
ル
　
　
者
第
九
条
　
入
学
志
願
者
ノ
数
入
学
セ
シ
ム
ヘ
キ
人
員
ヲ
超
過
シ
タ
ル
ト
一775一
第
八
節
　
　
日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
　
キ
ハ
学
業
、
身
体
及
人
物
性
行
等
二
付
選
抜
試
験
ヲ
行
フ
　
選
抜
試
験
ノ
方
法
ハ
其
ノ
都
度
之
ヲ
定
ム
　
入
学
志
願
者
ノ
数
入
学
ヲ
許
可
ス
ヘ
キ
人
員
二
充
タ
ザ
ル
ト
キ
ハ
鐙
　
衡
ノ
上
入
学
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
第
十
条
　
入
学
志
願
者
ハ
入
学
志
願
者
名
票
二
卒
業
証
書
ノ
写
（
又
ハ
　
卒
業
見
込
証
明
書
若
ハ
合
格
証
書
ノ
写
）
写
真
及
入
学
考
査
料
金
五
　
円
ヲ
添
へ
本
専
門
部
へ
提
出
ス
ヘ
シ
第
十
一
条
　
入
学
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
保
証
人
連
署
ノ
在
学
証
書
　
二
戸
籍
謄
本
及
入
学
料
金
三
円
ヲ
添
へ
提
出
ス
ベ
シ
第
十
二
条
　
保
証
人
ハ
父
兄
ト
シ
、
父
兄
ナ
キ
老
ハ
内
地
二
居
住
ス
ル
　
成
年
男
子
ニ
シ
テ
学
長
二
於
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
者
ト
ス
　
保
証
人
ハ
生
徒
在
学
中
二
関
ス
ル
一
切
ノ
責
二
任
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
第
十
三
条
　
第
二
学
年
以
上
二
欠
員
ア
リ
タ
ル
時
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
二
　
該
当
ス
ル
者
二
付
入
学
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
　
一
、
高
等
学
校
高
等
科
卒
業
者
及
大
学
予
科
修
了
者
ニ
シ
テ
鎗
衡
セ
　
　
ラ
レ
タ
ル
者
　
二
、
第
八
条
二
該
当
ス
ル
者
ニ
シ
テ
前
学
年
修
了
程
度
二
依
リ
行
フ
　
　
編
入
試
験
二
合
格
シ
タ
ル
者
第
十
四
条
前
条
ノ
入
学
二
関
シ
テ
ハ
第
七
条
乃
至
第
十
一
条
ヲ
準
用
　
ス
第
十
五
条
　
退
学
セ
シ
老
再
入
学
ヲ
願
フ
時
ハ
詮
議
ノ
上
之
ヲ
許
可
ス
　
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
再
入
学
ノ
時
期
ハ
第
七
条
二
依
ル
モ
ノ
ト
ス
第
十
六
条
　
一
且
納
付
シ
タ
ル
入
学
考
査
料
及
入
学
料
ハ
如
何
ナ
ル
理
　
由
ア
ル
モ
之
ヲ
還
付
セ
ズ
第
十
七
条
　
入
学
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
現
住
所
ヲ
入
学
後
一
ケ
月
　
以
内
二
届
出
ヅ
ベ
シ
第
十
八
条
　
本
人
及
保
証
人
ノ
身
分
上
ノ
移
動
並
二
住
所
ノ
変
更
ア
リ
　
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二
届
出
ヅ
ベ
シ
　
　
第
五
章
　
　
欠
席
、
休
学
及
退
学
第
十
九
条
　
欠
席
ス
ル
者
ハ
理
由
ヲ
具
シ
届
出
ヅ
ベ
シ
、
欠
席
七
日
以
　
上
三
旦
ル
ト
キ
ハ
保
証
人
連
署
ヲ
以
テ
届
出
ツ
ベ
シ
但
シ
病
気
ノ
場
　
合
ハ
医
師
ノ
診
断
書
ヲ
添
付
ス
ル
ヲ
要
ス
第
二
十
条
　
病
気
又
ハ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
二
因
り
三
ケ
月
以
上
修
学
　
ヲ
中
止
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
願
二
依
リ
当
該
学
年
間
休
学
ヲ
許
可
ス
ル
　
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
但
シ
休
学
中
ト
雄
モ
復
学
ヲ
願
出
デ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
　
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
第
二
十
一
条
　
陸
軍
叉
ハ
海
軍
ノ
現
役
二
服
シ
若
ハ
召
集
二
応
ズ
ル
者
　
ハ
其
ノ
服
役
又
ハ
召
集
ノ
間
休
学
ト
ス
第
二
十
二
条
　
休
学
ノ
事
由
止
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
原
学
年
二
復
学
セ
シ
ム
第
二
十
三
条
　
退
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
理
由
ヲ
詳
記
シ
保
証
人
連
　
署
ヲ
以
テ
願
出
デ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
第
二
十
四
条
　
左
ノ
各
号
ノ
一
二
該
当
ス
ル
者
ハ
之
二
退
学
ヲ
命
ズ
　
一
、
性
行
不
良
ニ
シ
テ
改
善
ノ
見
込
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
　
二
、
学
力
劣
等
ニ
シ
テ
成
業
ノ
見
込
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
　
三
、
二
回
継
続
シ
テ
落
第
シ
タ
ル
者
　
四
、
休
学
期
間
連
続
ニ
ケ
年
ヲ
超
ユ
ル
者
一776一
五
、
引
続
キ
一
ケ
年
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
六
、
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
引
続
キ
一
ケ
月
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
七
、
出
席
常
ナ
ラ
ザ
ル
者
　
　
第
六
章
第
二
十
五
条
　
第
一
学
期
　
第
二
学
期
　
第
三
学
期
第
二
十
六
条
第
二
十
七
条
　
止
ス
第
二
十
八
条
　
授
業
料
授
業
料
ハ
一
学
年
金
八
拾
円
ト
シ
左
ノ
通
納
付
セ
シ
ム
金
参
拾
円
　
四
月
十
五
日
ヨ
リ
四
月
二
十
五
日
迄
金
参
拾
円
　
九
月
十
五
日
ヨ
リ
九
月
二
十
五
日
迄
金
弐
拾
円
　
一
月
十
五
日
ヨ
リ
一
月
二
十
五
日
迄
既
納
ノ
授
業
料
ハ
何
等
ノ
理
由
ア
ル
モ
之
ヲ
還
付
セ
ズ
授
業
料
ヲ
納
付
期
間
内
二
納
付
セ
ザ
ル
者
ハ
登
校
ヲ
禁
　
　
　
　
　
　
欠
席
叉
ハ
休
学
期
間
ト
難
モ
授
業
料
ハ
之
ヲ
減
免
セ
ズ
　
但
シ
第
二
十
一
条
ノ
休
学
者
ニ
ハ
其
ノ
期
間
月
割
ヲ
以
テ
之
ヲ
免
除
　
ス
第
二
十
九
条
　
学
費
ノ
支
弁
極
メ
テ
困
難
ナ
ル
生
徒
中
成
績
優
良
ニ
シ
　
テ
品
行
方
正
ナ
ル
者
二
対
シ
、
授
業
料
ヲ
減
額
又
ハ
免
除
ス
ル
コ
ト
　
ア
ル
ベ
シ
第
三
十
条
　
退
学
者
ト
離
モ
当
該
学
期
ノ
授
業
料
ハ
之
ヲ
納
付
セ
シ
ム
第
三
十
一
条
特
別
ノ
理
由
ア
リ
テ
成
規
ノ
卒
業
成
績
考
査
ヲ
受
ケ
得
　
ズ
シ
テ
追
試
験
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ノ
授
業
料
ハ
之
ヲ
徴
セ
ズ
　
　
第
七
章
　
　
賞
　
　
罰
第
三
十
二
条
　
本
専
門
部
生
徒
ニ
シ
テ
学
術
性
行
優
良
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ
　
表
彰
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
第
三
十
三
条
　
学
期
並
二
諸
規
程
二
違
反
シ
タ
ル
者
及
生
徒
ノ
本
分
二
　
悸
ル
行
為
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
軽
重
二
従
ヒ
之
ヲ
懲
戒
ス
　
懲
戒
ハ
之
ヲ
分
チ
テ
戒
筋
、
停
学
、
退
学
及
放
校
ト
ス
　
　
第
八
章
　
　
試
験
進
級
及
卒
業
第
三
十
四
条
　
試
験
ハ
学
期
試
験
及
卒
業
試
験
ト
ス
第
三
十
五
条
　
学
期
試
験
ハ
各
学
期
ノ
終
二
於
テ
之
ヲ
行
フ
第
三
十
六
条
　
実
習
ノ
成
績
ハ
担
任
教
官
ノ
意
見
ニ
ョ
リ
試
験
其
ノ
他
　
ノ
方
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
第
三
十
七
条
　
各
学
科
目
ノ
成
績
■
ハ
試
験
ノ
成
績
勤
惰
及
操
行
ヲ
考
査
　
シ
テ
之
ヲ
定
ム
考
査
ノ
方
法
並
二
採
点
ノ
標
準
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム
第
三
十
八
条
　
学
年
成
績
ハ
各
学
科
目
成
績
ノ
平
均
二
依
ル
第
三
十
九
条
　
学
年
成
績
所
定
ノ
標
準
以
上
ノ
者
二
限
リ
進
級
セ
シ
ム
第
四
十
条
　
所
定
ノ
授
業
日
数
ノ
三
分
ノ
一
以
上
欠
席
セ
ル
者
ハ
学
年
　
成
績
ノ
如
何
二
拘
ラ
ズ
原
級
二
止
ム
第
四
十
一
条
　
疾
病
叉
ハ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由
二
因
リ
試
験
定
目
二
出
　
席
シ
難
キ
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
具
シ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
但
シ
疾
病
二
因
　
ル
場
合
ハ
医
師
ノ
診
断
所
ヲ
添
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
第
四
十
二
条
　
学
期
試
験
二
欠
席
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
事
情
已
ム
ヲ
得
ズ
　
ト
認
ム
ル
者
二
限
リ
次
学
期
ノ
始
メ
ニ
追
試
験
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
　
ア
ル
ベ
シ
第
四
十
三
条
　
卒
業
試
験
ハ
第
四
学
年
ノ
終
リ
ニ
於
テ
左
ノ
学
科
目
二
　
関
シ
学
説
及
実
地
二
付
之
ヲ
行
フ
　
　
内
科
学
、
外
科
学
（
整
形
外
科
学
及
放
射
線
学
ヲ
含
ム
）
産
科
婦
一777一
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
第
八
節
　
日
華
事
変
と
長
崎
医
科
大
学
及
び
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
　
　
人
科
学
、
眼
科
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
学
、
小
　
　
児
科
学
、
精
神
病
学
第
四
十
四
条
　
卒
業
試
験
二
欠
席
シ
タ
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
適
宜
日
時
ヲ
　
定
メ
追
試
験
ヲ
行
フ
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
第
四
十
五
条
　
学
年
成
績
所
定
標
準
以
上
ニ
シ
テ
卒
業
試
験
二
合
格
シ
　
タ
ル
者
ニ
ハ
所
定
ノ
卒
業
証
書
ヲ
授
与
ス
第
四
十
六
条
　
本
専
門
部
卒
業
者
ハ
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
学
専
門
部
　
医
学
士
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
　
　
附
　
　
則
本
学
則
ハ
昭
和
十
四
年
五
月
十
五
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
第
三
条
乃
至
第
六
条
及
第
二
十
五
条
ノ
規
定
ハ
昭
和
十
四
年
度
二
在
リ
テ
ハ
適
宜
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
第
一
学
年
　
修
身
、
体
操
及
教
練
、
外
国
語
、
数
学
及
物
理
学
、
生
物
学
、
解
剖
　
学
講
義
実
習
、
生
理
学
同
、
化
学
及
生
化
学
同
、
病
理
学
同
第
二
学
年
　
修
身
体
操
及
教
練
、
病
理
学
講
義
実
習
、
薬
理
学
同
、
細
菌
学
同
、
　
衛
生
学
、
法
医
学
、
内
科
学
、
外
科
学
、
産
科
婦
人
科
学
、
眼
科
学
、
　
皮
膚
科
泌
尿
器
科
学
第
三
学
年
　
修
身
、
体
操
及
教
練
、
内
科
学
、
外
科
学
、
産
科
婦
人
科
学
、
眼
科
　
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
学
、
小
児
科
学
、
精
神
病
　
学
、
各
科
外
来
患
者
臨
床
講
義
　
第
四
学
年
　
　
修
身
、
体
操
及
教
練
、
内
科
学
、
外
科
学
、
産
科
婦
人
科
学
、
眼
科
　
　
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
学
、
小
児
科
学
、
外
来
患
　
　
者
臨
床
講
義
　
　
　
（
随
時
）
　
　
　
軍
陣
外
科
、
医
事
法
制
、
社
会
衛
生
学
　
五
月
二
十
二
日
、
陸
軍
現
役
将
校
配
属
令
公
布
十
五
年
に
当
り
、
御
親
閲
を
拝
受
し
、
文
部
省
よ
り
拝
受
賞
を
受
け
た
が
、
六
月
二
十
二
目
、
助
教
授
清
原
寛
一
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
七
月
八
日
に
は
政
府
は
、
国
民
徴
用
令
を
公
布
し
、
十
五
目
に
は
臨
時
軍
事
保
護
院
官
制
を
公
布
し
、
傷
兵
保
護
院
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
。
二
十
七
目
、
保
健
衛
生
調
査
会
・
国
民
体
力
審
議
会
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
国
民
体
力
審
議
会
官
制
が
公
布
さ
れ
た
。
翌
二
十
八
日
に
は
傷
疲
軍
人
医
療
委
員
会
の
設
置
が
あ
り
、
八
月
二
十
五
目
に
は
人
口
問
題
研
究
所
官
制
が
公
布
さ
れ
て
「
生
め
よ
殖
や
せ
よ
」
と
云
っ
た
標
語
が
一
般
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
叉
、
八
月
に
は
興
亜
奉
公
日
が
制
定
さ
れ
、
結
核
予
防
生
活
指
導
要
綱
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
十
月
三
日
、
国
民
体
力
審
議
会
に
国
民
体
力
管
理
制
度
案
の
要
綱
が
附
議
さ
れ
、
こ
れ
は
後
に
体
力
章
検
定
一778　一
制
度
と
国
民
体
力
法
の
公
布
（
翌
十
五
年
四
月
八
目
）
を
み
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
　
十
月
五
目
、
勅
令
第
六
百
九
十
号
を
以
て
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
第
二
十
三
条
を
追
加
し
、
職
員
定
員
表
中
、
助
手
の
項
を
改
正
し
た
。
同
月
二
十
八
日
、
助
教
授
兼
学
生
主
事
清
原
寛
一
は
本
学
教
授
任
命
と
同
時
に
兼
任
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
助
教
授
小
野
直
治
は
後
任
の
学
生
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
　
十
二
月
二
十
七
日
、
事
務
官
須
田
機
策
は
東
京
文
理
科
大
学
事
務
官
に
転
任
し
、
同
日
、
丈
部
属
宮
川
孝
夫
は
事
務
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
な
お
、
こ
の
昭
和
十
四
年
に
は
、
欧
文
学
会
誌
　
》
o
富
竃
①
－
象
S
乞
摺
器
舞
ぴ
拐
寅
　
が
創
刊
さ
れ
、
戦
時
中
も
万
難
を
排
し
て
出
版
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
中
絶
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
一779一
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
